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重点研究プログラムの紹介
FSO Newsletter Vol. 1では，5つの重点研究プログラムのうち3つを紹介しましたが，今回は今年度から重点
研究プログラムに指定された2つについて紹介いたします。
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糖尿病・脂質異常症・肥満・高血圧・がん・炎症など“栄養が関連する症候群”は人類が直面する21世紀最大の課題のひとつである。この課題を克
服するためには，疾患相互および臓器相互の関係を対象とする学問分野が重要である。中でも脂肪組織が，この症候群に重要な役割を果たしている
ことが明らかとなってきた。しかし，最近になって他の臓器の役割が注目され始めており，肝臓と脳は重要な臓器と考えられている。
金沢大学は世界最大の系統的なヒト肝臓遺伝子・蛋白情報と，病理・画像情報を含む臨床情報，およびヒト材料を整備して研究を行ってきた。そ
して，これを用いて“過栄養状態にある肝臓は，栄養が関連する症候群と密接に関連している”ことを世界に先駆けて発信している。本研究は，本学の
優れた教育研究基盤をさらに発展させ，21世紀の医療を肝臓の栄養代謝から切り開くものである。
本研究では，１）肝臓における栄養代謝の調節機構，２）肝臓が放
出する代謝物と血管内皮細胞および臓器幹細胞が全身に及ぼす影
響，とりわけ動脈硬化，炎症，がんとの関連，３）肝臓と脳連携に
よる栄養代謝の制御機構，４）過栄養状態にある栄養代謝の病態を
診断し治療する方法の研究開発を行う。
具体的には，糖尿病，脂質異常症，肥満症の肝臓組織を用いて，遺
伝子情報，病理画像情報，臨床所見を統合的に解析する。小動物生
体分子測定システムを用いて症候群において破綻している肝臓代謝
の経路を明らかにする。肝臓が放出する生理活性物質候補の系統的
なスクリーニングを行う。肝臓の再生・障害を解析する。全身臓器
の代謝解析研究系を確立する。血管病変と糖化蛋白受容体および脂
質メディエーターとの関連を解析する。代謝と幹細胞の特定研究を
行う。マウスを用いた肝臓と脳および代謝の関連を研究するマウス
モデルを作製する。
　「２１世紀モホール」（以下単にモホール）という巨大科学計画をご存知でしょうか？これは，海洋底に深さ７㎞におよぶ孔を掘り（ボーリング），
未知のマントル物質を直接採取しようというものです。これにより，海洋底をより良く理解するとともに，人類には未知の領域であるマントルに迫ろう
というものです。我々日本人科学者はこれを主導し，人類初のマントルのその場観察を目指しています。
　海洋底は地殻が薄いために，さらに深部のマントルへの窓となります。地球は，中心から外側に向かって，核（重量で30%），マントル（同
70%），地殻（同0.4%）よりなる多層構造をしています。このうち，我々が直接的に情報を得ることができるのは地殻部分（しかもその1/3）に限ら
れています。地殻は大陸で30～40㎞，海洋底で6～7㎞あり，地球の直径（6000㎞以上）と比べると薄皮ですが，人間にとってその下のマントルは遠
い存在でした。日本は「ちきゅう」という海洋深部探査船を作り，海洋底をマントルまで掘り抜くことが現実となって来ました。これがモホールです。
　さて，海やマントルはなぜ重要なのでしょうか？地球は約46億年前の誕生以来冷却を続けています。冷却に伴い地球内のマントルには対流が生じ，
氷河のようにゆっくりと流動しているのです。このマントル対流の最大の上昇流の出口では大量のマグマが生産され，海洋底を作ります。そして，冷え
て重くなり，地球内部に戻る（＝「沈み込み」）のが下降流に相当し，そこには日本列島のような島弧が形成されます。沈み込む海洋底は，地震やマグ
マなどをもたらします。海洋底やマントルの理解は，全地球物質大循環という地球の営みを知る鍵となるばかりでなく，我々の生活に直結している災害
や資源などを理解するためにも不可欠なのです。
　モホールのためには周到な準備が必要です。本プログラムでは，マグマの礫などとして得られるマントル由来の物質を解析や，オマーンなどに露出し
ている「オフィオライト」と呼ばれる地質体を研究しています。オフィオライトは，地殻変動により陸上にのし上げた，かつてのある種の海洋底で，
「海洋底の化石」と呼ばれます。もちろん海水や岩石中の海水の循環はもうありませんが，厚さ十数㎞の海洋底の断片が陸上で観察できます。海洋底の
地殻の厚さからすると，かつての地殻とマントルの境界およびマントルもそこで観察できるはずです。
　モホールは2010年代に実現する見込みです。我々も周到に準備しますので，皆さんも楽しみにしていて下さい。
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